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統計学はデータ科学の数理として重要な役割を担っている.文系理系を問わ

ず広い分野において，数値データに基づく議論には共通の統計的処理が必要で、

ある 逆にいうと，統計的な検討がなされていない数値データによっては議論

が成り立たないのである.各分野における実験レポートの整理はパソコンを駆

使して行われ，それらはデータベースに蓄積されていく.そこでは，たとえば，

エディターとして“MicrosoftWord③"表計算として“MicrosoftExcel③"が

使われているかもしれない. しかし数値結果には共通の統計的処理がなされ

ているという認識が必要で、ある 統計学は 共通な統計的処理の認識のため

に，データ科学の数理として重要となっているのである.

統計学の講義を半年 (2単位)として担当するとき， I確率変数と確率分布」

と「推定と検定」をシラパスの目標とすることは一般的であろう.そこでは，

「確率の定義」も「データの整理」も必要になる そうしている聞に授業時間

切れとなり， 目標としていた「推定と検定」は手薄になってしまうという事態

になってしまうー このような現実がシラパスと対111寺することになる.本書の執

筆の動機はシラパスの目標を実現するための統計学の講義用の教科書を用意し

たいという担当教員の現場の願いからきている

昨今，統計学の必要性はどの分野でも認識され，実験の整理やレポー トの作

成にはデータ解析の手法が積極的に取り入れられている その際，統計学が

データ科学の数理として重要で、あるということを実証するためには，共通の統

計的処理がされた数値データの議論や資料が必要で、ある上に，さらに有効であ

ることを認識することである.本書は統計学の有効性を実感することを主眼と

している そこでは， I確率変数と確率分布」の理解により，統計量の変動幅
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を「区間推定」として表現し統計量の変動限界を「仮説検定Jとして認識し

て.r推定と検定」 としい、寸う
各章末のi演寅習問題はその章の内容に密密、着したものを配置し 111略11略l洛告1解昨もつけてい

るe 章ごとのi演寅習または 2，，-，3章ごとのi演寅習により 学生の理解が確実なもの

になると思う.

おわりに，本書の執筆を理解し出版を積極的に推進していただいた裳華房の

細木周治氏に心から感謝申し上げます また，出版に際し詳細な検討をしてい

ただいた新田洋平氏に心から感謝申し上げます。
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